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秋田県産乾そばの糸状菌検出状況について

和田恵理子＊

I はじめに

昭和28{1の黄変米事件以米，わが国では糸状歯の有害

代謝産物一マイコトキシン一の人および動物に及ぼす影

響について研究されてきたが， 1960年（昭和35年）の英

国で発生した「七面鳥x病」の原因が， Aspergillus

flavusの産生するマイコトキシンであるアフラトキシ

ンであることI)'さらにアフラトキシンに強い発ガン性

の有することが解明された．また，先年，輸入ヒ°ーナッ

ツ製品からアフラトキシンが検出されたこと4)から，改

めて食品の有害糸状菌汚染か注目されるようになった．

そして農作物特に，貯蔵穀類や輸入穀類などの糸状菌汚

染調査5)~10)が行なわれてきたか，県内における食品の糸

状菌汚染調査は行なわれていなかった．今回我々は，一

言ら11)が，そば類の糸状菌汚染頻度が高いという報告を

していることから，乾そけについて，糸状菌汚染状況を

調査したのでその概要を報告する．

II 材料と方法

A.検査材料

検査材料は，県内で製始，販売されている屹そば 2検

体を購入し，検査に供した．

B.検査方法

検査方法は，図 1に示すとおりである．すなわら，

100ml用ブレンダーカップに試料 5gと希釈液45mlを入

れてブレンダー処理した後， 10・ 4まで希釈し，その各 1

mtをクロラムフェニコール (100μg/mt)およびブドウ

糖を20％加えたポテトデキストロース寒天培地に途抹し，

25℃7~1011問培養した．発育した集落を観察し，集落

数を測定するとともに，確認培養を行い菌種を決定した．
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菌種決定

図 1 乾そばの糸状菌検査方法

皿 結果と考察

検出された糸状1打数と同定された歯種の分布を表 1に

示した。まず糸状歯数についてみると， No.1が1,800個

／りであり， No.2か‘720個／ 9であった．菌種の分布に

ついてみると， No.1ではAlternariaが27。3％と最も多

く，ついでPenicillium属20。8%,• Aspergillus属19.1 

％の順に検出されており，検出された閑種は 7種類であっ

た．っぎにNo.2についてみると， Aspergillus屈 (37.8

％）とPenicillium属（36。4%)が多く検出され，両菌

属で全体の74.2％を占めた．また検出された菌種は 5種

類であった．本調査で発ガン性マイコトキシン12)である

アフラトキシンを産生すると言われているA. flavus, 
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表 1 秋田県産乾そばの糸状菌検出状況

検体No. 1 2 計菌種

Aspcrgillus : 
※ ※※ 

270 (37.8) 
※※ 

350 (19.1) 24.4 

A.flavus 40 (2.2) 5 (0.7) 

A. versicolor 25 (1.4) 50 (7.0) 

A.spp 285 (15.6) 215 (30.1) 

Penicillium : 380 (20.8) 260 (36.4) 25.1 

P.islandicum 75 (4.1) 5 (0.7) 

P.spp 305 (16.7) 255 (35,7) 

Eurotium spp. 50 (2.7) 100 (14.0) 5.9 

Fusarium spp. 5 (0.3) 0.2 

Mucor spp. 60 (3.3) 35 (4.9) 3.7 

Altcrnaria spp. 500 (27.3) 19.6 

Curvularia spp. 35 (1.9) 1.4 

Other fungi 450 (24.6) 50 (7.0) 19.6 

計 1,830 (100.0) 715(100.0) 100.0 

※ 糸状菌数 ※※ 分布率％

ステリグマトシスチンを産生すると言われているA.ver-

sicolor,ルテオスカイリンを産生すると言われている

P. islandicumが検出されたが，今回はそれぞれの菌

株のマイコトキシン産生能試験はりなわなかった．ー言

らは，そば粒から乾そばに至るまでの製造過程で，製品

に近っくほどAspergillus屈やPcnicillum属などの菌

種か増加し，その他の菌柾か減少する傾向が見られるこ

とを報告11)しているが．今回の我々の乾そばだけの成績

をみるとAspergillus属とPenicillum属の占める割合

が高く，一言らと同じような傾向が見られた．今後は，

原料から加工品になるまでの糸状菌汚染状況を調査する

とともに，分離菌株のマイコトキシン産生能調査やアフ

ラトキシンなどのマイコトキシン汚染調査も行ないたい

と考えている．

稿を終えるにあたり，今回の調歪で分離された菌株の

同定を快く引き受けていただいた東京都立衛生研究所，

一言広先生および研究室の諸先生たちに深謝いたします．
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